
03_実践実績紹介ツール
エコチューニングの実践実績を紹介し、削減効果を説明
するための実績情報を提供する。



実践実績紹介
ツールを活用する
シーン・目的

「実践実績紹介ツール」は、以下のような目
的で使っていただくことを想定しています。

お客様に、エコチューニングによる削減実績を紹介
する。

お客様に、エコチューニングにより、エネルギー削減
効果が得られるかを説明する。

自治体に、エコチューニング導入を提案するための
説得資料として活用する。

エコチューニングによる削減実績を提示し、社内提
案・調整・説得資料として活用する。

エコチューニング営業・契約・仕様設計に関わる社
内メンバーのスキルアップ(共育)に活用する。

対外的営業交渉、社内の合意形成など、
シーン、目的に応じて、それぞれのファイルに保
管されている必要なパーツを組み合わせてアレ
ンジすることが出来ます。

目的に合った提案資料、説明資料に加工して
ご使用ください。



03_実践実績紹介ツール(リスト)

▪ 01-1_エコチューニング業務実践事例_病院

▪ 01-2_エコチューニング業務実践事例_自治体

▪ 01-3_実践試行協力事業者_民間実績

▪ 01-4_エコチューニング実践事例_経営塾

▪ 02-1_環境省委託事業におけるエコチューニング削減実績資料

▪ 02-2_2019年度実践報告書分析結果

▪ 02-3_2020年度実践報告書分析結果

▪ 03_エコチューニング実践実績規模_333棟データ



01-1_エコチューニング業務実践事例_病院

ツールの概要

〈コンテンツサンプル〉

〇30,000㎡規模の病院で実践された外気取入れ量低減による運用改善を説明している。
〇大規模複合街区でのエコチューニングの取組み、自治体の活用状況を説明している。



01-2_エコチューニング業務実践事例_自治体

ツールの概要

〈コンテンツサンプル〉

〇2018年度静岡県藤枝市が発注したエコチューニング業務の概要を紹介している。
〇当該発注業務に関する藤枝市の公告・発注仕様書を、補足資料として公開している。

２ 業務内容
（１）エコチューニング業務の実施
エネルギーマネジメントシステムより収集したエネルギーデータ及び調査対象施設
より提供された資料等に基づき、運用改善を主体とした助言・提案を行う。その助言・
提案事項に基づき、月に一度現地確認を行い、省エネルギーに向けた状況分析及
び阻害要因の抽出を行う。
４ 業務の担当者
本業務の主たる担当者は、次の（１）に掲げる技術資格を有する者若しくは（２）から
（11）に掲げる要件を満たす者とする。
（１）第一種エコチューニング技術者
（２）第二種エコチューニング技術者資格取得後、建築物のエネルギー管理に関する
実務経験（※）が２年以上であること。
（３）技術士（建設、電気・電子、機械、衛生工学）資格を有し、建築物のエネルギー
管理に関する実務経験が１年以上であること。

平成３０年度藤枝市省エネルギー対策推進業務委託仕様書（一部抜粋）



01-3_実践試行協力事業者_民間実績

ツールの概要

〈コンテンツサンプル〉

〇2016年11月実践試行に参加した事業者による、運用改善実施報告を紹介している。
〇事務所・博物館・公共施設等多岐にわたる施設(10棟)での実践報告となっている。



01-4_エコチューニング実践事例_経営塾

ツールの概要

〈コンテンツサンプル〉

〇2019年5月エコチューニング経営塾における、運用改善実施報告を紹介している。
〇病院・公共施設・老人福祉施設での実践報告となっている。



02-1_環境省委託事業における
エコチューニング削減実績資料

ツールの概要

〈コンテンツサンプル〉

〇2014年から2016年に行われたエコチューニング実践試行における削減実績を紹介している。
〇2016年度実践試行194棟における削減実績の統計的分析結果を説明している。



02-2_2019年度実践報告書分析結果

ツールの概要

〈コンテンツサンプル〉

〇2020年に認定事業者から提出された、「2019年度エコチューニング実践報告」について、
様々な視点からのデータ分析結果がまとめられている。



02-3_2020年度実践報告書分析結果

ツールの概要

〈コンテンツサンプル〉

〇2020年に認定事業者から提出された、「2020年度エコチューニング実践報告」について、
様々な視点からのデータ分析結果がまとめられている。



03_エコチューニング実践実績規模_333棟データ

ツールの概要

〈コンテンツサンプル〉

〇2014~16実践試行・2017~20実践報告があった建物規模(㎡)の分布を説明している。
〇エコチューニングの対象となる、2018年度建物ストックの市場規模を説明している。


